


十
日
町
市
防
災
訓
練
で
　

市
職
員
非
常
参
集

到
着
し
た
職
員
か
ら
順
に
職
務
に
応
じ
た

対
策
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
参
集
後
実
施
さ
れ
た
訓
練
は
、
主

に
次
の
と
お
り
で
す
。

・
情
報
収
集
・
被
害
把
握
調
査
訓
練

・
情
報
伝
達
・
応
援
要
請
訓
練

・
物
資
発
注
管
理
・
受
け
入
れ
・
輸
送
訓
練

・
救
護
所
設
置
・
避
難
所
開
設
訓
練

・
避
難
所
設
置
・
運
営
訓
練

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ
復
旧
訓
練

・
非
常
持
ち
出
し
訓
練

・
庁
舎
点
検
・
維
持
訓
練

本
　
庁
│
│

本
庁
で
は
、
市
長
及
び
市
幹
部
職
員
の

到
着
を
待
っ
て
午
後
１
時
45
分
、
田
口
市

長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
、
現

地
対
策
本
部
を
設
置
し
、
全
市
内
に
避
難

勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

組
織
を
通
常
の
体
制
か
ら
災
害
時
の
体

制
に
再
編
し
、
各
部
ご
と
に
被
害
状
況
の

把
握
や
復
旧
対
策
の
検
討
・
実
施
、
支
所

や
各
種
団
体
へ
の
連
絡
や
支
援
要
請
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
、
本
番
さ
な
が
ら

に
訓
練
し
ま
し
た
。

市
役
所
３
階
の
対
策
本
部
で
は
、
あ
わ

た
だ
し
く
机
や
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ
の
確
認
や
非
常
持
ち
出

し
品
の
確
認
な
ど
を
行
い
つ
つ
、
次
々
と

入
っ
て
く
る
被
害
状
況
の
報
告
確
認
と
そ

10
月
23
日
a
、
市
職
員
全
員
を
対
象
に

し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、「
同
日
午
後
１
時
30
分
、
新
潟

県
中
越
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
３
＝
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生

し
、
全
市
が
停
電
、
家
屋
の
倒
壊
や
火
災

の
発
生
、
道
路
、
橋
梁
な
ど
の
破
損
、
上
・

下
水
道
の
寸
断
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
、
多
数
の
負
傷
者
が
出
た
」
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
員
は
、
自
宅
あ
る
い
は
所
在
地
で
１

分
間
の
黙
と
う
を
し
た
後
、
通
常
の
通
勤

方
法
で
各
職
場
へ
参
集
し
、
市
役
所
・
支

所
ま
で
の
距
離
に
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

れ
に
対
す
る
検
討
・
指
示
が
矢
継
ぎ
早
に

行
わ
れ
ま
す
。
確
認
で
き
た
情
報
を
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
連
絡
網
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
記
者
発
表
な
ど
の
手
段
を

使
っ
て
情
報
を
発
信
…
と
実
際
の
対
策
本

部
さ
な
が
ら
の
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
場
面

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
２
時
30
分
現
在
の
被
害
状
況
を
ま

と
め
て
訓
練
を
終
了
、
引
き
続
い
て
午
後

３
時
か
ら
避
難
・
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

川
西
支
所
│
│

昨
年
の
震
災
で
庁
舎
の
一
部
が
被
災
し

た
川
西
支
所
で
は
、
地
震
直
後
に
災
害
対

策
本
部
を
庁
舎
内
に
直
ち
に
設
置
で
き
な

10
月
23
日
a
、
小
千
谷
市
総
合
体
育
館

を
会
場
に
新
潟
県
中
越
大
震
災
１
周
年
合

同
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
、
犠
牲
者
の
遺
族

や
自
治
体
関
係
者
な
ど
約
７
０
０
人
が
参

列
し
て
故
人
の
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
潟
県
と
長
岡
市
、
小
千
谷

市
、
十
日
町
市
、
見
附
市
、
栃
尾
市
、
魚

沼
市
、
南
魚
沼
市
、
川
口
町
の
８
市
町
が

合
同
で
開
い
た
も
の
で
、
震
災
で
尊

い
命
を
落
と
さ
れ
た
51
人
（
う
ち
十

日
町
市
９
人
）
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
復
興
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る

目
的
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
十
日
町

市
か
ら
は
、
遺
族
の
ほ
か
田
口
市
長

を
は
じ
め
市
関
係
者
、
高
橋
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
市
議
会
議
員
な
ど
約

60
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
関
広
一
小
千
谷
市
長

の
開
式
の
辞
に
続
き
参
列
者
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
森
民
夫
長
岡

市
長
の
式
辞
、
泉
田
裕
彦
新
潟
県
知

事
の
追
悼
の
辞
、
村
田
吉
隆
内
閣
府

特
命
（
防
災
）
担
当
大
臣
の
来
賓
の

言
葉
と
続
き
、
遺
族
、
来
賓
、
主
催

者
の
代
表
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
日

町
市
か
ら
は
、
遺
族
の
ほ
か
田
口
市
長
が

市
民
を
代
表
し
て
献
花
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
遺
族
代
表
の
言
葉
、
小
千
谷

市
立
東
山
小
学
校
児
童
に
よ
る
復
興
へ
の

誓
い
、
同
市
立
小
千
谷
小
学
校
児
童
に
よ

る
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で
、遺

族
代
表
で
小
千
谷
市
の
佐
々
木
與
吉
さ
ん

は
、「
妻
を
失
い
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
人
た
ち
の
支
援
で
立

ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
自
分
の
力
で
立
ち
上
が
り
、
み
ん
な
と

協
力
し
て
新
し
く
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
」と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

昨
年
10
月
23
日
、
十
日
町
市
を
は
じ
め
と
す
る
中
越
地
方

は
未み

曾ぞ

有う

の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。「
中
越
大
震
災
」

と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
大
災
害
か
ら
１
年
、
各
地
で
復
興
へ

の
槌つ
ち

音
が
響
き
、
道
路
や
上
・
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
ほ
か
、
農
地
・
農
業
施
設
な
ど
の
復
旧
も
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
10
月
25
日
C
に
は
市
内
で

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
樽
沢
地
区
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、

生
活
面
で
の
復
興
の
道
す
じ
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

震
災
１
周
年
の
10
月
23
日
A
、
各
地
で
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
る
と
と
も
に
、
合
同
追
悼
式
や
復
興
を
祈
念
す
る
催
し

が
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号

～市内全域で防災訓練実施～

黙とうをささげる参列者

被害状況の報告を受ける田口市長ほか

次々に入る情報を整理する対策本部

献花する田口市長

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
ず
、

庁
舎
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
で
き
る

か
ど
う
か
を
屋
外
で
協
議
。
庁
舎
の
機
能

を
確
認
し
た
後
、
情
報
伝
達
訓
練
や
被
害

状
況
調
査
訓
練
な
ど
に
入
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
支
所
と
本
庁
の
交
信
に
県
衛

星
防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
り
、
消
防
本

部
や
支
所
管
内
３
集
落
と
地
域
振
興
無
線

を
用
い
て
通
信
し
た
り
す
る
情
報
伝
達
訓

練
も
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

単
独
で
避
難
訓
練
を
し
た
集
落
、
あ
る
い

は
、
複
数
で
避
難
訓
練
を
し
た
集
落
、
中

に
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練

を
し
た
集
落
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

復興イベントとして実施されたもちつき（千手郵便局前）

10.23を忘れない10.23を忘れない
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ま
た
、
川
西
商
工
会
で
は
、
震
災
１
周

年
復
興
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
千
手
郵
便
局

雁
木
通
り
で
、
震
災
写
真
パ
ネ
ル
展
や
女

性
部
絵
手
紙
展
、
も
ち
つ
き
、
災
害
時
移

動
入
浴
車
石
原
裕
次
郎
号
に
よ
る
入
浴
体

験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
里
支
所
│
│

中
里
支
所
で
は
職
員
に
よ
る
非
常
参
集

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
後
１
時
30
分

に
点
鐘
・
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
市
民
、
職

員
は
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
そ
の

後
職
員
は
支
所
に
自
主
的
に
登
庁
し
、
現

地
災
害
対
策
本
部
長
に
出
動
し
た
旨
を
報

告
す
る
と
と
も
に
総
務
班
に
災
害
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

支
所
駐
車
場
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
支

所
課
長
会
議
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
現
地
災
害

対
策
本
部
会
議
を
開
催
。
本
部
テ
ン
ト
で

は
総
務
班
が
登
庁
職
員
の
氏
名
を
記
録
し
、

登
庁
し
た
職
員
か
ら
被
災
場
所
か
ら
現
地

災
害
対
策
本
部
に
着
く
ま
で
の
間
に
見
聞

き
し
た
被
災
の
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
、

整
理
し
て
発
表
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で

は
中
里
地
区
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
災
害
時
の

救
急
活
動
な
ど
に
関
す
る
実
技
指
導
及
び

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
代
支
所
│
│

松
代
地
域
で
は
、
全
地
域
一
斉
の
防
災

無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
に

続
い
て
、
１
年
前
の

震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
黙
と
う
を

さ
さ
げ
、
続
い
て
各

集
落
に
お
い
て
自
主

的
な
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
松
代
支

所
で
は
、
職
員
に
よ

る
上
・
下
水
道
の
災

害
想
定
訓
練
や
公
共

施
設
の
安
全
確
認
、

放
水
に
よ
る
災
害
想

定
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

７
集
落
で
自
主
的
な

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
で

定
め
ら
れ
た
避
難
場
所
21
か
所
に
１
、
０

０
０
人
を
上
回
る
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

松
之
山
支
所
│
│

中
越
大
震
災
被
災
者
に
対
す
る
哀
悼
の

た
め
１
分
間
の
黙
と
う
の
後
、
支
所
職
員

が
松
之
山
支
所
に
駆
け
つ
け
防
災
訓
練
が

始
ま
り
ま
し
た
。
訓
練
は
ま
ず
集
ま
っ
た

職
員
が
２
人
１
組
で
各
地
区
へ
派
遣
さ
れ
、

被
害
状
況
の
情
報
収
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
支
所
庁
舎
の
安
全
が
確
認
さ
れ
る

ま
で
屋
外
に
テ
ン
ト
の
仮
本
部
を
設
置
し
、

職
員
か
ら
の
情
報
収
集
に
あ
た
る
一
方
で
、

停
電
の
た
め
情
報
通
信
手
段
が
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
電
源
を
確
保
す
る
た
め
の
発

電
機
設
置
の
訓
練

も
同
時
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

仮
本
部
に
入
っ

た
被
害
状
況
は
、

衛
星
電
話
で
本
庁

の
災
害
対
策
本
部

に
報
告
さ
れ
る
と

と
も
に
、
現
地
対

策
本
部
を
設
置
し

た
こ
と
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た

仮
本
部
で
は
職
員

が
班
編
成
さ
れ
、

被
害
報
告
に
基
づ

い
て
各
班
ご
と
に

医
療
体
制
や
避
難

所
設
置
、
物
資
調
達
な
ど
救
援
活
動
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
支
所
庁

舎
２
階
に
現
地
対
策
本
部
が
移
設
さ
れ
、

本
部
長
の
指
揮
の
も
と
各
地
域
か
ら
の
被

害
状
況
を
も
と
に
応
援
要
請
や
避
難
勧
告

な
ど
の
是
非
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

松
之
山
支
所
管
内
で
は
、
昨
年
の
中
越

大
震
災
を
は
じ
め
、
８
月
の
天
水
越
で
発

生
し
た
大
規
模
な
地
す
べ
り
災
害
な
ど
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
職
員
は
人
命
・
財
産

を
守
る
こ
と
の
難
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
災
害
時
対
応
能
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
日
ご
ろ
の
備
え
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ
て
い

た
よ
う
で
し
た
。

市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号

10.23を忘れない10.23を忘れない

中里対策本部の掲示板に貼られた被害状況などの情報

松代区自主防災組織の本部

屋外に設けられた松之山支所の仮本部

震
災
を
き
っ
か
け
に
、
各
地
で
自
主
防

災
組
織
が
編
成
さ
れ
、
10
月
23
日
a
を
中

心
に
各
地
で
自
主
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

新
座
地
区
自
主
防
災
訓
練

新
座
地
区
で
は
10
月
16
日
a
、
一
足
早

く
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
座
防

災
防
犯
連
絡
協
議
会
（
会
長
‥
大
久
保
強

新
座
地
区
振
興
会
長
）
が
主
催
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

設
定
は
、
午
後
１
時
15
分
に
上
越
地
方

で
震
度
７
の
地
震
が
発
生
、
十
日
町
市
で

は
震
度
５
強
を
記
録
し
水
道
・
電
気
が
停

止
し
た
と
い
う
も
の
。
連
絡
協
議
会
で
は

約
８
４
０
世
帯
の
地
区
を
６
つ
に
分
け
、

地
震
発
生
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ

た
一
時
避
難
所
に
避
難
、
世
帯
の
安
否
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
座
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
セ
ン
タ

ー
前
に
設
置
さ
れ
た
本
部
に
安
否
・
避
難

状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
、
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消

火
訓
練
で
は
、
最
初
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ぼ
う
さ
い
の
職
員
が
消
火

器
の
使
い
方
を
説
明
。
続
い
て
女
性
や
子

ど
も
た
ち
が
「
火
の
上
の
方
じ
ゃ
な
く
、

根
元
に
向
け
て
！
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
実
際
に
燃
え
て
い
る
炎

に
向
か
っ
て
消
火
器
を
噴
射
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
訓
練
終
了
後
に
は
、
セ
ン

タ
ー
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
ぼ
う
さ
い
代
表
の
尾
身
誠
司
さ
ん
に
よ

る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
、

昨
年
の
地
震
の
際
の
体
験
や
実
施
し
た
ば

か
り
の
訓
練
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
興
味

深
く
尾
身
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

河
内
町
防
災
訓
練

10
月
23
日
a
、
河
内
町
で
は
住
民
57
人

が
参
加
し
て
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
内
町
は
、
９
月
に
町
内
会
を
中
心
と
し

た
自
主
防
災
組
織
（
斎
木
宏
司
会
長
）
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
回
の
訓
練
は
初
め

て
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

区
長
の
渡
辺
茂
さ
ん
は
、
今
回
の
防
災

訓
練
に
つ
い
て
「
震
災
の
と
き
は
、
町
内

の
人
に
避
難
場
所
も
よ
く
伝
わ
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
炊
き
出
し
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
の
訓
練
で
は
、
参
集
訓
練
に

よ
る
避
難
場
所
の
再
確
認
の
ほ
か
、
炊
き

出
し
の
訓
練
も
行
い
ま
す
」
と
、
実
際
の

災
害
時
に
近
い
訓
練
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
集
訓
練
に
続
い
て
行
わ
れ
た
消
火
訓

練
で
は
、
消
火
器
の
講
習
会
と
実
際
の
消

火
作
業
が
行
わ
れ
、
普
段
持
つ
こ
と
の
な

い
消
火
器
を
手
に
燃
え
さ
か
る
炎
を
消
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
炊
き
出
し
で
用
意
さ
れ
た
豚

汁
で
疲
れ
を
い
や
し
、
防
災
訓
練
は
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

室
野
・
松
代
防
災
訓
練

室
野
集
落
で
は
５
か
所
の
避
難
場
所
で
、

地
区
の
委
員
に
よ
る
住
民
の
避
難
確
認
が

行
わ
れ
た
り
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
っ

て
の
避
難
経
路
や
消
火
栓
、
情
報
伝
達
方

法
な
ど
の
確
認
を
行
っ
た
り
し
て
、
万
が

一
を
想
定
し
て
の
地
区
の
防
災
体
制
を
見

直
し
ま
し
た
。

松
代
集
落
で
は
５
か
所
の
避
難
場
所
に

６
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
訓
練
に
参

加
し
た
住
民
か
ら
は
「
ふ
だ
ん
何
も
準
備

し
て
な
い
の
で
何
も
持
た
ず
に
飛
び
出
し

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
」、「
こ
れ
が
真
夜

中
や
真
冬
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思

い
ま
す
」
な
ど
と
、
防
災
に
対
す
る
普
段

の
心
が
け
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
訓
練
の
後
、
松
代

区
の
役
員
で
構
成
さ
れ
る
自
主
防
災
組
織

の
会
議
が
行
わ
れ
、
委
員
か
ら
「
新
し
い

住
宅
街
の
住
民
の
確
認
が
で
き
な
い
」「
無

線
の
届
か
な
い
地
域
が
あ
る
」
な
ど
の
反

省
点
が
挙
げ
ら
れ
、
季
節
を
変
え
た
定
期

的
な
訓
練
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
も
出
さ

新座地区では救助訓練も行われました

炊き出しも行われた河内町

松代地区の避難訓練
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ま
し
た
。
集
落
総
代
の
重
野
増
栄

さ
ん
は
「
女
性
の
皆
さ
ん
に
も
消

火
栓
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
い

い
機
会
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

十
日
町
駅
西
口
・

十
日
町
病
院
防
災
訓
練

十
日
町
地
域
消
防
本
部
と
十
日

町
病
院
が
合
同
で
大
規
模
な
負
傷

者
医
療
救
護
訓
練
・
ト
リ
ア
ー
ジ

（
負
傷
者
を
症
状
の
程
度
に
よ
り
判
別
・

区
分
す
る
こ
と
）訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

設
定
は
、
午
後
１
時
31
分
に
十
日
町
市

を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
、

十
日
町
駅
発
車
直
後
の
飯
山
線
車
両
が
脱

線
し
乗
客
多
数
が
負
傷
し
た
と
い
う
も
の
。

負
傷
者
役
は
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学

院
（
魚
沼
市
）
の
学
生
35
人
が
務
め
、
Ｊ
Ｒ

や
北
越
急
行
の
職
員
、
駅
近
隣
の
丸
山
町

や
稲
荷
町
３
南
の
住
民
も
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。

訓
練
で
は
ま
ず
、
事
故
発
生
を
知
っ
た

北
越
急
行
職
員
が
１
１
９
番
通
報
を
行
い

救
急
車
１
台
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。
救
急

隊
員
は
、「
大
丈
夫
で
す
か
？
痛
い
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
す
か
？
」
な
ど
と
線
路
や
草
む

ら
に
横
た
わ
る
負
傷
者
一
人
ひ
と
り
に
声

を
か
け
、
症
状
の
度
合
い
を
判
別
。
音
を

聞
い
た
近
隣
住
民
が
毛
布
を
手
に
駆
け
付

け
、
比
較
的
軽
症
の
人
た
ち
の
両
脇
を
抱

え
て
西
口
広
場
ま
で
誘
導
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
応
援
の
救
急
隊
や
レ
ス
キ

れ
て
い
ま
し
た
。

上
鰕
池
消
火
栓
訓
練

上
鰕
池
集
落
で
住
民
約
30
人
が
参
加
し

て
消
火
栓
を
使
っ
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
上
鰕
池
集
落
で
は
ま
だ
自
治
防

災
組
織
は
設
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

回
の
全
市
あ
げ
て
の
防
災
訓
練
に
合
せ
て

防
災
訓
練
を
計
画
し
た
も
の
で
す
。

訓
練
は
ま
ず
地
元
消
防
団
員
か
ら
消
火

栓
へ
の
ホ
ー
ス
の
つ
な
ぎ
方
や
外
し
方
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

女
性
の
皆
さ
ん
が
実
際
に
ホ
ー
ス
の
つ
な

ぎ
方
や
消
火
栓
の
開
け
方
、
そ
し
て
放
水

を
体
験
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
の
扱
い
方
が

難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
消
防
団
員
に
つ
な

ぎ
方
や
外
し
方
な
ど
繰
り
返
し
指
導
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
難
し

か
っ
た
け
れ
ど
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
初
体
験
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

重
傷
者
に
は
処
置
を
施
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
軽
傷
者
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
重
傷

者
は
救
急
車
で
次
々
と
十
日
町
病
院
に
搬

送
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
町
病
院
で
は
、
職
員
約
１
１
０
人

が
参
加
。
地
震
で
６
病
棟
の
壁
が
は
が
れ

て
落
下
し
、
検
査
室
や
手
術
室
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
な
ど
が
使
用
不
可
能
と
い
う
設
定

で
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
震
発
生
直
後
は
入
院
患
者
数
人
を
ら

せ
ん
す
べ
り
台
や
担
架
な
ど
を
使
用
し
て

施
設
外
へ
避
難
。
玄
関
脇
に
本
部
を
設
置

し
、
十
日
町
駅
西
口
広
場
か
ら
の
負
傷
者

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
現
地
に
派
遣
し
た

医
師
が
負
傷
者
に
つ
け
た
ト
リ
ア
ー
ジ
タ

ッ
グ
を
目
安
に
、
救
急
車
や
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
か
ら
お
ろ
さ
れ
た
負
傷
者
は
次
々
と
各

エ
リ
ア
へ
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。
重
症
患

者
は
一
時
処
置
が
な
さ
れ
、
ほ
か
の
病
院

に
転
送
す
る
た
め
に
玄
関
へ
搬
出
し
た
と

こ
ろ
で
訓
練
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
市
や
消
防
関
係

者
の
ほ
か
、
自
主
的
に
訓
練
を
行
っ
た
地

域
や
職
場
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
動
き
が
今

後
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
ね
。

そ
し
て
、
大
震
災
１
周
年
の
節
目
と
い

う
意
味
だ
け
で
な
く
、
い
つ
も
「
い
ざ
と

い
う
と
き
に
」
と
い
う
心
構
え
を
持
っ
て

い
た
い
も
の
で
す
。

ュ
ー
隊
が
到
着
。
救
急
隊
は
重
傷
者
を
担

架
で
広
場
へ
移
動
さ
せ
、
担
架
の
足
り
な

い
分
は
住
民
が
毛
布
に
包
ん
で
運
び
出
し

ま
し
た
。
広
場
の
負
傷
者
は
症
状
の
程
度

で
区
別
さ
れ
、
重
傷
者
は
十
日
町
病
院
へ

の
搬
送
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十

日
町
病
院
か
ら
医
師
や
看
護
師
が
到
着
。

医
師
は
症
状
の
度
合
い
を
判
別
し
ト
リ
ア

ー
ジ
タ
ッ
グ
（
負
傷
の
度
合
い
を
色
別
に

区
分
す
る
札
）
を
負
傷
者
に
取
り
付
け
、

女性も防災の担い手です（上鰕池）

線路に横たわる負傷者に駆け付ける救急隊緊迫した雰囲気の十日町病院
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中
越
大
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
兵
庫
・
奈
良
・
山
形
へ

「
あ
り
が
と
う
川
西
が
ん
ば
り
ま
す
川
西
」

し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
当
青
年
部
で
は
震
災
の
と
き

に
お
世
話
に
な
っ
た
３
市
町
に
、
お
礼

の
意
味
と
新
潟
の
復
興
を
祈
念
し
、
震

災
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

10
月
8
日
g
に
奈
良
県
川
西
町
、
15
日

g
に
山
形
県
川
西
町
、
23
日
a
に
兵
庫

県
川
西
市
に
出
向
き
、
各
会
場
と
も
、

震
災
写
真
展
・
励
ま
し
の
絵
手
紙
展
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ
デ

オ
の
放
映
・
物
産
展
・
観
光
Ｐ
Ｒ
・
地

元
青
年
部
と
の
懇
談
会
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
こ
こ
ま

昨
年
10
月
23
日
、
全
国
川
西
商
工
サ

ミ
ッ
ト
が
新
潟
県
川
西
町
（
当
時
）
を

会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
ざ

わ
ざ
遠
方
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
兵

庫
県
川
西
市
、
山
形
県
川
西
町
、
奈
良

県
川
西
町
商
工
会
の
皆
さ
ん
は
、
そ
こ

で
あ
の
巨
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
突
然
の
大
災
害
で
、
サ
ミ
ッ
ト
の

日
程
は
す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、

皆
さ
ん
に
は
急
き
ょ
帰
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
後
３
市
町
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
義
援
金
・
救
援
物

資
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
し

て
い
た
だ
き
、
商
工
会
関
係
者

ほ
か
住
民
一
同
、
重
ね
重
ね
深

く
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
機
会

が
あ
っ
た
ら
、
何
か
恩
返
し
を

で
元
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
様
子
を
伝

え
て
く
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
３
市
町

で
は
「
大
変
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
」

「
が
ん
ば
っ
て
ネ
」
な
ど
あ
た
た
か
い

言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
ま
た
一
段

と
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
み
て
、

同
じ
「
川
西
」
と
い
う
地
名
の
縁
だ
け

で
も
、
と
て
も
愛
着
や
親
近
感
を
感
じ

ま
し
た
。
各
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
新
潟

の
川
西
の
た
め
に
何
か
や
ろ
う
ヨ
」
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
た
の
も
少

し
わ
か
っ
た
気
も
し
ま
す
。
も
し
か
し

た
ら
こ
う
い
う
こ
と
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
り
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
本

当
の
姿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
十
日
町
市
民
も
、
も

し
も
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
、

こ
の
震
災
の
経
験
を
生
か
し
て

行
動
し
た
い
も
の
で
す
。

今
回
の
催
し
を
通
し
て
、
あ

の
地
震
の
甚
大
な
被
害
と
、
そ

の
恐
怖
を
克
服
し
て
前
向
き
に

前
進
し
て
い
く
地
域
の
人
た
ち

の
力
強
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

震
災
の
完
全
復
興
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９
月
12
日
〜
26
日
に
実
施
し
た
自
主
防
災
組
織
な

ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
10
月
７
日
〜
11
月

４
日
に
実
施
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
ア
ン
ケ
ー

ト
の
主
な
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
組
織
設
立
及
び
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
す

べ
て
の
行
政
区
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
・

防
災
訓
練
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

全
国
川
西
に
震
災
復
興
恩
返
し
作
戦
を
展
開

川西商工会青年部部長

渡 貫 文 人

全
国
川
西
に
震
災
復
興
恩
返
し
作
戦
を
展
開
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奨
励
賞

樋
口
一
孝
（
四
日
町
３
）

漆
原
祥
子
（
小
千
谷
市
）

市
展
賞

「
パ
キ
パ
キ
花
器
」

村
山
大
介
（
伊
達
３
）

奨
励
賞

金
井
正
一
（
水
沢
１
）

星
名
好
男
（
川
治
下
町
２
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

五
十
嵐
江
美
子
（
小
荒
戸
）

合
併
記
念
賞佐

藤
貞
夫
（
室
野
）

佳
　
作

市
村
久
子
、
村
山
和
宏
、

米
持
義
一

市
展
賞

「
霧
雨
の
中
」

小
川
和
恵
（
津
南
町
）

奨
励
賞

鈴
木
益
蔵
（
松
代
）

a
野
義
男
（
松
代
）

小
川
　
隆
（
四
日
町
新
田
２
）

小
川
貴
史
（
津
南
町
）

桑
原
洋
子
（
錦
町
１
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

庭
野
美
奈
子
（
本
町
６
│
３
）

合
併
記
念
賞大

渕
増
市
（
千
代
田
町
）

佳
　
作

平
賀
良
尊
、
宮
沢
礼
子
、

中
林
喜
子
、
田
口
節
子
、

上
村
ナ
ホ
、
鈴
木
敏
書
、

富
沢
正
和
、
和
田
良
一

市
展
賞

「
屋
上
」

佐
藤
昭
二
（
南
魚
沼
市
）

※
作
品
は
左

奨
励
賞

岡
村
義
一
（
北
新
田
３
）

樋
口
伊
良
（
松
代
）

田
中
眞
治
（
春
日
町
１
）

a
橋
金
治
郎
（
田
川
町
１
）

若
山
文
雄
（
南
魚
沼
市
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

山
岸
守
二
（
霜
条
）

合
併
記
念
賞村

山
栄
一
（
新
座
１
）

佳
　
作

山
本
明
夫
、
石
川
哲
司
、

根
津
正
喜
、
池
田
広
吉
、

桜
沢
正
司
、
須
藤
　
功

山
賀
正
伸
、
桜
沢
　
基

a
橋
健
吉
郎
、
冨
沢
俊
久
、

関
谷
八
郎
、
鈴
木
耕
治
、

田
村
正
夫
、
村
山
晴
好
、

滝
沢
好
美
、
水
落
秀
夫
、

細
井
一
貞

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

関
川
捷
次
（
小
千
谷
市
）

合
併
記
念
賞横

田
ハ
ル
子
（
小
千
谷
市
）

佳
　
作

内
山
美
恵
子
、
濁
川
は
る
、

久
保
田
光
子

市
展
賞

「
旅
の
記
録
」

福
原
美
恵
（
津
南
町
）

※
作
品
は
右
下

奨
励
賞

関
口
耕
二
（
袋
町
中
）

庭
野
孝
枝
（
本
町
７
│
２
）

庭
野
雪
子
（
田
中
町
本
通
り
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

山
口
清
治
（
湯
之
島
）

合
併
記
念
賞長

谷
川
キ
セ
（
下
条
本
町
）

佳
　
作

水
落
安
子
、
近
藤
忠
男
、

a
橋
文
子
、
櫃
間
敏
夫
、

角
山
　
正
、
細
井
一
貞

奨
励
賞

中
林
辰
男
（
西
寺
町
）

合
併
記
念
賞細

井
一
貞
（
本
屋
敷
）

佳
　
作

生
越
祺
三

奨
励
賞

越
村
暢
夫
（
新
座
４
│
２
）

佳
　
作

井
上
貴
博

市
展
賞

「
蒼
の
里
」

阿
部
松
三
（
大
黒
沢
１
）

奨
励
賞

大
口
貞
信
（
松
代
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

田
口
良
平
（
木
落
）

合
併
記
念
賞羽

鳥
吉
夫
（
浅
之
平
）

佳
　
作

清
水
好
和
、
松
本
山
丹
、

細
貝
昭
平

市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号

第
38
回
十
日
町
市
美
術
展
が
10
月
22
日
G
〜
25
日
C
の
４
日
間
、

市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
部
門
に
２
８
１
作
品
（
日
本

画
20
、
洋
画
45
、
版
画
15
、
現
代
美
術
７
、
彫
刻
３
、
工
芸
23
、
書

道
55
、
写
真
１
１
３
）
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
81
作
品
が

入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

日
本
画

洋
　
画

版
　
画

現
代
美
術

彫
　
刻

工
　
芸

書
　
道

写
　
真

十
日
町
市
美
術
展

十
日
町
市
美
術
展

第38回

気
合
い
で
消
火
！

10
月
23
日
a
に
行
わ
れ
た
消
火
訓
練
の
一
コ

マ
で
す
。
消
火
器
を
構
え
目
標
一
点
を
凝
視
す

る
職
員
。
う
し
ろ
で
見
守
る
職
員
の
期
待
？
を

一
身
に
受
け
て
消
火
開
始
Y
…
あ
れ
、
消
火
剤

が
出
ま
せ
ん
。

実
は
こ
の
消
化
器
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
た
火
を
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
消
す
「
消
火

模
擬
訓
練
機
」。真
剣
な
表
情
で
一
心
不
乱
に
消

火
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
リ
ミ
ッ
ト
の
20
秒
以

内
に
消
火
、
拍
手
が
わ
き
あ
が
り
ま
し
た
。

実
際
の
場
面
で
は
さ
ら
に
冷
静
・
迅
速
な
行

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
う
な
ら

な
い
た
め
の
備
え
が
一
番
大
事
で
す
が
…
。

14

問合せ
中央公民館
1757-5011

市
展
賞

「
追
憶
」

山
賀
光
也
（
小
千
谷
市
）
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元気な高齢者への
サービス
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一
人
暮
ら
し
な
ど
で
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
人
や
友
だ
ち
が
ほ
し
い
人
な
ど
が
、

昼
食
を
は
さ
ん
で
楽
し
い
趣
味
活
動
な
ど

を
行
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
な
ど
で
調
理
が
困
難
な
人

に
、
月
〜
金
曜
日
に
昼
食
を
届
け
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
な
ど
の
人
に
、
急
に
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
電
話
回
線
を
利
用
し

て
身
近
な
人
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
貸

与
や
自
動
消
火
器
・
火
災
報
知
器
の
給
付

を
行
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
一
週
間
程
度
泊
ま

っ
て
、
生
活
習
慣
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

体
調
を
整
え
ま
す
。

市
内
に
親
族
が
い
な
い
要
援
護
高
齢
者

な
ど
に
除
排
雪
援
助
を
行
い
ま
す
。
市
民

税
の
均
等
割
以
下
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
人
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
調
理
や
洗
濯

な
ど
の
家
事
を
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
り
相

談
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

◆
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
を
自
宅

で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
月
５
、
０
０
０

円
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
家
族
介
護
慰
労
事
業

要
介
護
４
・
５
相
当
の
高
齢
者
を
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
ず
に
１
年
以
上
自

宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
、
10
万
円
の
慰
労
金
を
支
払
い
ま
す
。

◆
家
族
介
護
教
室
・
家
族
交
流
事
業

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
を
自
宅

で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
介
護
知
識
を
提

供
し
た
り
交
流
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

介
護
の
疲
れ
を
い
や
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で

問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
・
お
と
し

よ
り
相
談
係
1
７
５
７
│
３
１
１
１
（
内

線
１
４
４
）
ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課

高齢者が生きがいを持って、より元気に暮らしていける

よう、いろいろなサービスを行っています。現在行ってい

る主なサービスは次のとおりです。

寝
た
き
り
・
認
知
症
高
齢

者
の
家
族
支
援

生
き
が
い
対
応
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

緊
急
通
報
装
置
貸
与
・

日
常
生
活
用
具
給
付

自
立
者
向
け

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

除
排
雪
援
助

配
食
サ
ー
ビ
ス

生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊

問合せ 保険年金課国保係
1757-3111（内線165）

16年度の老人にかかった医療費の総額

（５市町村合計）は75億8,600万円で、15年

度に比べて３億3,400万円の減額（4.4％

減）でした。しかし、16年度の一人当たり

老人医療費は62万円で、15年度に比べて

1,000円の増額となっています。かかりつ

けの医療機関を決めて、医療費は上手に

使いましょう。

� �

年間総医療費の推移（億円）
年間１人当たり医療費の推移（万円）

十日町市の老人医療費
ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？ご存じですか？

施行日

新築住宅 18年６月１日以降に着工する住宅

既存住宅 23年６月１日までに設置

※既存住宅は十日町地域広域事務組合火

災予防条例による

16年中の全国火災発生状況

16年中の全国出火件数は60,387件でした。建物火

災は33,325件で、このうち住宅（一般住宅、共同住

宅、併用住宅）火災は18,687件発生しました。

火災による死者は2,004人でした。住宅火災による

死者は1,009人（放火自殺者などを除く）で、このう

ち65歳以上の高齢者は570人、56.5％を占めています。

また、住宅火災での経過別死者数は、逃げ遅れが633

人とこちらも全体の半分以上となっています。

※消防だより「火の用心」で詳細をお知らせします。

十日町地域消防本部予防課1757-1557問合せ

近年、住宅火災による死者数が急増していることや、

今後高齢化により増加する恐れがあることなどから、

住宅に住宅用火災警報機器（煙を感知して警報音など

を発生する警報器・感知器など）の設置が義務付けら

れることになりました。従来、個人の自助努力を中心

に考えられてきた住宅火災防火対策を見直し、住宅火

災による死者数の低減を図るために消防法の一部が改

正されたものです。

設置を義務付けられる対象物

戸建住宅（一軒家）、共同住宅（アパート・マンシ

ョンなど）、併用住宅（店舗や工場などを兼ねる住宅）

などの住宅部分。ただし、設置が義務付けられている

住宅部分にスプリンクラー設備または自動火災報知設

備を設置した場合は除きます。

設置場所

寝室と階段などの天井または屋内に面する壁面

行政改革の取り組みが始まりました 行政改革の取り組みが始まりました

市
で
は
、
合
併
を
機
に
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、

行
政
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
方
針
と
し
た
総
合
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
計
画
を
実
践

す
る
体
制
作
り
の
た
め
に
新
し
い
行
政
の

仕
組
み
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

９
月
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
行
政

改
革
推
進
委
員
を
組
織
し
、
10
月
か
ら
は

具
体
的
な
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
18
年

３
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て

最
終
的
な
大
綱
が
決
定
す
る
予
定
で
す
。

審
議
の
経
過
や
関
係
資
料
は
順
次
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
行
政

改
革
に
対
す
る
意

見
を
募
集

し
て
い
ま

す
。
封
書
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー

ル
の
い
ず

れ
か
で
お

寄
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・

問
合
せ

総
合
政
策
課
行
革
協
働
係
（
〒
９
４
８

│
８
５
０
１
千
歳
町
３
│
３
）
1
７
５
７

│
３
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

７
５
２
│
４
６
３
５
、
電
子
メ
ー
ルth

-

so
g
o
@
city
.to
k
a
m
a
ch
i.n
iig
a
ta
.jp

委員長

副委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏　　名

中 林 英 雄

高 橋 直 栄

佐野比呂史

池 田 泰 介

井之川万樹

小 林 重 則

清水美代子

村 山 詔 平

南 雲 英 秋

高 橋 宣 泰

島本ひろみ

高橋かずえ

根 津 敬 一

峰 尾 二 郎

鈴 木 　 隆

行政改革推進委員

公　募

公　募

公　募

公　募

公　募

公　募

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

三
好
園
　
　
1
７
５
６
│
２
１
３
４

つ
ま
り
の
里
1
７
５
８
│
２
２
４
３

き
た
は
ら
　
1
７
５
２
│
７
０
２
６

や
ま
び
こ
　
1
７
５
０
│
１
５
１
６

健
康
倶
楽
部
十
日
町

1
７
５
２
│
７
２
９
５

川
　
西
　
　
1
７
６
８
│
４
５
６
５

中
　
里
　
　
1
７
６
３
│
２
２
２
６

松
　
代
　
　
1
５
９
５
│
６
０
１
７

松
之
山
　
　
1
５
９
６
│
３
７
０
５

第２回行政改革推進委員会の様子

委員会はワークショップ形式で進められます
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国
民
年
金
に
は
、国
民
全
員
が

　
20
歳
か
ら
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号 市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号

国
民
年
金
は
、
高
齢
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
日
常
生
活
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
経
済
的
に
お
互
い
を
支
え

合
う
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
職
業
や
収
入
を
問
わ
ず
、
必
ず
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
、
大
き
な
安
心
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

未
納
に
し
て
お
く
と
、
将
来
老
齢
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
も
し

も
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

第
２
号
・
第
３
号
被
保
険
者
は
、
必
要

な
届
出
を
し
て
あ
れ
ば
、
保
険
料
が
未
納

扱
い
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
が
あ
り
ま
す
。
半
年
分
前
納
と
一
年
分

前
納
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
保
険
料
の
割

申
込
み
は
、
預
金
通
帳
・
預
金
通
帳
届

出
印
鑑
・
年
金
手
帳
を
持
参
し
て
、
金
融

機
関
（
銀
行
・
農
協
な
ど
）
や
郵
便
局
で

直
接
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
で
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
！

保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

月額保険料は

13,580円
（平成17年度）

▲付加保険料…

第１号被保険者で希

望する人が月額400円

を納めます

希
望
に
よ
り

加
入
で
き
る
人
も
い
ま
す

1
日
本
に
住
む
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

過
去
に
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
り
、

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
が
あ
っ
た
り

す
る
な
ど
で
老
齢
基
礎
年
金
額
が
満
額
に

な
ら
な
い
と
き
に
、
加
入
し
て
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
65
歳
に
達
し
て
も
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
が
足
り
な
い
人

70
歳
ま
で
の
間
で
年
金
の
受
給
資
格
が

で
き
る
ま
で
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

人
に
限
り
ま
す
）

3
外
国
に
住
む
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日

本
人

第
１
号
被
保
険
者

■
自
営
業
者
・
学
生
な
ど

自
営
業
者
、
自
由
業
、
農
林
漁
業
、
学

生
、
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ
タ
ー
、
無
職
の
人

な
ど
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

■
会
社
員
・
公
務
員
な
ど

第
３
号
被
保
険
者

■
会
社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
で
70
歳
未
満
の

人
（
65
歳
以
上
の
加
入
者
は
、
老
齢
・
退

職
年
金
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
人

に
限
る
）

保
険
料
前
納
制
度

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す

第
２
号
被
保
険
者

加
入
し
て
い
る
人
は

３
つ
に
分
か
れ
ま
す

保険料が納められないときは免除制度があります

『申請免除（全額・半額）』『若年者納付猶予制度』

『学生納付特例制度』『未納』の違いについて

老齢基礎年金を
請求するとき

老齢基礎年金
の金額の計算

障害・遺族年金
を請求するとき

あとから保険料
を納める期限

所得の審査対象

全　額

半　額

申
請
免
除

受給資格期間に
含みます

３分の１が算入
されます

納付済期間と同
じ扱いです

10年以内

・請求者本人
・配偶者
・世帯主３分の２が算入

されます

学生納付
特例制度

未　　納
受給資格期間に
含みません

受給資格期間に
含みません

２年以内

学生本人の所得
（前年所得が
141万円以下）

若年者納付
猶予制度

算入されません

・請求者本人
・請求者の配偶者
（20～29歳の加入者）

区　分

３ 分 の １ が 国 庫 負 担 �

◆
国
民
年
金
の
届
出
や
請
求
・
相
談
は
、

市
役
所
保
険
年
金
課
年
金
係
1
７
５

７
│

３
１
１
１
（
内
線
１
６
７
）

◆
厚
生
年
金
の
届
出
や
請
求
・
相
談
は
、

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務

所
　
1
０
２
５
│

７
７
０
│

２
２
１
１
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農業加工品は大人気

見事な音色が
響いた琵琶演奏

10
月
15
日
g
・
16
日
a
の
２
日
間
、
グ

リ
ー
ン
リ
ー
ス
事
業
「
ふ

る
里
貸
し
農
園
」
の
稲
刈

り
が
湯
山
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
貸
し
農
園
事
業

は
今
年
で
第
５
期
を
迎
え

て
お
り
、
現
在
首
都
圏
を

中
心
に
23
組
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

こ
の
日
の
稲
刈
り
作
業

に
は
17
組
94
人
が
参
加
。

毎
年
参
加
し
て
い
る
人
も

多
く
、
鎌
を
片
手
に
慣
れ

た
手
付
き
で
稲
刈
り
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
稲
の
束
ね
方
で
は
、「
何

年
や
っ
て
も
難
し
い
ね
」
と
貸
し
農
園
管

理
組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は

管
理
組
合
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
用
意
し
た

キ
ノ
コ
汁
と
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
新
米
の
お
に

ぎ
り
を
た
ん
能
。
稲

刈
り
の
合
間
に
は
い

も
掘
り
を
楽
し
む
な

ど
参
加
者
は
松
之
山

の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

ふ
る
里
貸
し
農
園
で
稲
刈
り

市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号

地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

ナ
ー
で
は
、
大
勢
の
市
民
が
秋
の
恵
み
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

松
之
山
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

芸
能
祭
。
松
之
山
文
化
協
会
芸
能
部
に
よ

る
芸
能
発
表
を
中
心
に
歌
舞
伎
の
上
演
や

特
別
出
演
の
琵
琶
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
を
埋
め
た
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
や

声
援
が
送

ら
れ
て
い

ま
し
た
。

10
月
30
日
a
、
農
業
祭
と
芸

能
祭
が
開
催
さ
れ
、
約
２
、
０

０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

鏡
割
り
で
オ
ー
プ
ン
し
た
農

業
祭
。
地
元
で
取
れ
た
野
菜
販

売
な
ど
で
は
、
お
目
当
て
の
野

菜
を
求
め
て
長
い
行
列
で
き
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
米
お
に

ぎ
り
や
手
打
そ
ば
の
試
食
コ
ー

８
月
29
日
に
発
足
し
た
川
西
地
域
協
議

会
で
は
現
在
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
最

上
位
計
画
と
な
る
「
総
合
計
画
」
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
２
回
協
議
会

（
10
月
11
日
C
）

総
合
計
画
に
お
け
る

「
地
域
別
の
自
立
の
方

針
」
に
つ
い
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
最

初
に
十
日
町
市
に
お
け

る
川
西
地
域
の
位
置
づ

け
・
役
割
及
び
地
域
づ

く
り
の
方
針
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
、
そ
の
後
、

具
体
的
に
こ
れ
か
ら
の
川
西
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
事
業
・
課

題
に
つ
い
て
、
分
野
別
（
産
業
振
興
、
生

活
環
境
、
都
市
基
盤
）
に
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
事
業
を
実
現
す

る
た
め
に
公
・
民
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

も
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
協
議
会
（
10
月
22
日
G
）

前
回
に
引
き
続
き
、
観
光
交
流
、
教
育

文
化
振
興
、
健
康
福
祉
、

防
災
の
分
野
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ

る
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
２
回
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
委
員
の

皆
さ
ん
も
慣
れ
て
、
活

発
な
討
議
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
は
、

11
月
に
開
催
す
る
協
議

会
で
再
度
検
討
・
確
認

さ
れ
、
総
合
計
画
に
反

映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
回
は
、
千
年
の
森
ホ
ー
ル
の
「
音
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

こ
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
歌
や
踊
り
の
発
表

会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
、
映
画
の

上
映
、
講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利

用
が
可
能
で
す
。「
音
」
は
ど
の
よ
う

な
催
し
に
も
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

よ
い
音
を
確
保
す
る
に
は
、
ま
ず

ホ
ー
ル
外
部
の
音
を
ホ
ー
ル
内
部
に

入
れ
な
い
こ
と
。
（
ホ
ー
ル
内
部
の

音
を
外
部
に
漏
ら
さ
な
い
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
）

こ
の
た
め
に
、
ホ
ー
ル
入
口
の
ド
ア
は

防
音
性
能
を
持
ち
、
メ
ー
ン
の
入
口
ド
ア

は
二
重
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ア
以
外

の
部
分
は
、
厚
み
の
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
や
吸
音
材
を
使
い
、
遮
音
区
画
と
し
て

い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
の
上
部
は
緞ど
ん

帳
ち
ょ
う

、
照
明
、
看

板
を
下
げ
る
バ
ト
ン
、
幕
な
ど
を
収
納
す

る
た
め
に
、高
い
天
井
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
演
奏
を
す
る
と
、
音
は

高
い
天
井
部
分
に
抜
け
て
、
せ
っ
か
く
の

よ
い
音
の
す
べ
て
は
客
席
に
伝
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
は

「
音
響
反
射
板
」
と
い
う
設
備
を
設
け
て

い
ま
す
。反
射
板
は
ス
テ
ー
ジ
の
天
井
部
、

袖
舞
台
側
を
板
で
覆
い
、
演
奏
者
の
音
の

ほ
と
ん
ど
を
客
席
に
向
か
っ
て
押
し
出
す

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
演
奏
の
だ
い
ご
味
を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り

に
、
客
席
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
が
完
成
し
た
ら
、
客
席
に
座
っ
て

い
て
は
見
え
な
い
ス
テ
ー
ジ
の
秘
密
、
天

井
部
分
も
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

10
月
10
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
ホ
ー

ル
専
門
技
術
ス
タ
ッ
フ
を
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
早
め

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

動
き
始
め
た
地
域
協
議
会

音にこだわったＶ字型のホール天井

問
合
せ

教
育
委
員
会
川
西
事
務
所

1
７
６
８
―
２
１
６
７

■
静
け
さ
・
よ
い
音
・
よ
い
響
き

農
業
祭
・
芸
能
祭
に
ぎ
わ
う
！

10月８日g、第11回まつのやま湯鳥駅伝大会が開催

され、小学生、中学生、高校・一般、ゆとりの４部門

に30チームが参加しました。午前９時30分に松之山体

育館前を一斉に

スタ－ト。14.5

㎞のコースで各

チームが健脚を

競い合いました。

途中から小雨が

降りだす悪天候

となりましたが、

沿道に詰めかけ

た市民の「がんばれ」の声援を受け、選手たちは懸命

にタスキつないでゴールしました。また、湯鳥駅伝大

会後に行われた健康マラソンには親子連れなど258人

が参加し、スポーツの秋にさわかな汗を流しました。

湯鳥駅伝大会成績【１位のみ】

小学校の部：浦田タイガース

中学校の部：スピードワゴン

高校・一般の部：俺ん家レンジ～Reverse～

ゆとりの部：カバジェロ

駅伝大会と健康マラソンに力走

採れたて野菜に
長蛇の列

み
ん
な
で
川
西
の�

　
　
地
域
づ
く
り
を
考
え
ま
す�

み
ん
な
で
川
西
の�

　
　
地
域
づ
く
り
を
考
え
ま
す�
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ず
っ
と
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
に

か
か
わ
り
た
い
と
思
い
、
ス
ポ

ー
ツ
店
に
就
職
し
ま
し
た
。
普

段
の
仕
事
は
、
接
客
と
野
球
の

グ
ロ
ー
ブ
・
ス
パ
イ
ク
の
修
理

な
ど
で
す
。
最
初
は
商
品
知
識

が
乏
し
く
、
何
を
聞
か
れ
て
い

る
か
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し

た
。
２
年
目
の
今
は
、
だ
ん
だ

ん
と
商
品
知
識
も
増
え
、
少
し

は
落
ち
着
い
て
き
た
な
と
思
い

ま
す
。
顔
見
知
り
の
お
客
様
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
を
頼
り
に
寄
っ
て

来
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

本
町
店
は
野
球
と
陸
上
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
が
メ
ー
ン
で
、
競
技
者
や
こ
だ

わ
り
を
持
っ
た
人
の
た
め
の
専
門
店
で
す
。

自
分
の
得
意
分
野
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
を
勉
強
し
て
お
客
様
に
伝
え
た
い
で

す
。
目
玉
商
品
や
お
す
す
め
商
品
、
新
商
品

を
い
つ
も
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
よ
。

中
学
・
高
校
と
野
球
を
し
て
い
て
、
今
も

市
内
の
チ
ー
ム
で
続
け
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
野
球
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
考
え
方
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
や
ら
さ
れ
て

い
る
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
で
や
っ
て
い
る

っ
て
感
じ
で
、
よ
り
楽
し
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
野
球
に
か
か
わ
り

続
け
た
い
で
す
。
野
球
を
し
て
い
な
か
っ
た

ら
今
の
仕
事
も
し
て
い
な
い
し
、
こ
ん
な
に

い
ろ
ん
な
人
に
も
会
っ
て
い
な
か
っ
た
。
お

店
に
来
る
中
学
生
や
高
校
生
に
も
、
野
球
の

楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

斉木千春さん
1986年生まれ

㈱エビスヤスポーツ勤務

ずっと野球とかかわり続けたい

前回の丸山万里子さんからバトンタッチ

5

恐竜が大好き。中でもお気に入りはブラキオサウル
スだよ。長野の恐竜公園に行ったらおっきな恐竜がい
ておもしろかったな。お姉ちゃんのほのちゃん、妹の
なるちゃんともとっても仲良しの洵ちゃんです。

かすが　じゅんやちゃん　
平成13年10月25日生まれ　
樽沢

春日　洵哉
ちゃん

野沢　笑門
ちゃん

にこにこよく笑う赤ちゃんだったから、笑門（ほ
のか）って名前をつけたんだって。毎日おばあちゃ
んとままごと遊びするんだよ。プリキュアが大好き
な、いつもあいきょういっぱいのほのかちゃんです。

のざわ　ほのかちゃん　
平成14年10月18日生まれ　
仁田

ひ
ざ
関
節
は
大
腿
骨
（
太
も
も
）、

脛
骨
（
す
ね
）
、
膝
蓋
骨
（
ひ
ざ
の

お
皿
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
骨

と
骨
の
間
に
は
軟
骨
が
あ
り
、
関
節

の
動
き
を
滑

ら
か
に
し
た

り
衝
撃
を
和

ら
げ
た
り
す

る
働
き
を
し

て
い
ま
す
。

変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
は
、
軟
骨
が

す
り
減
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

ひ
ざ
関
節
に
は
歩
行
時
、
片
足
に

体
重
の
１
・
５
倍
、
階
段
を
上
る
と

き
に
３
〜
４
倍
、
下
り
る
と
き
に
５

〜
６
倍
も
の
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

加
齢
や
肥
満
、
運
動
不
足
な
ど
に
よ

っ
て
ひ
ざ
に
か
か
る
負
担
が
増
え
、

ひ
ざ
を
支
え
る
力
が
弱
く
な
る
と
、

軟
骨
が
す
り
減
っ
て
滑
り
が
悪
く
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
炎
症
を
起
こ

し
痛
み
が
起
こ
り
ま
す
。

軟
骨
の
磨
耗
が
さ
ら
に
進
む
と
、

関
節
が
変
形
し
て
き
ま
す
。「
関
節
が

こ
わ
ば
る
」
な
ど
の
症
状
か
ら
始
ま

り
、中
期
に
な
る
と「
歩
き
始
め
や
立

ち
座
り
で
痛
い
」
、
進
行
期
で
は
「
し

ゃ
が
め
な
い
」「
階
段
の
上
り
下
り
で

痛
い
」「
じ
っ
と
し
て
い
て
も
痛
い
」

な
ど
の
症
状
が
出
て
、
日
常
生
活
に

も
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。

治
療
に
は
薬
物
療
法
や
装
具
療
法

の
ほ
か
、
筋
力
増
強
訓
練
な
ど
の
運

動
療
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
人
工
関
節
な
ど
の
手

術
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

毎
日
、
ひ
ざ
の
曲
げ
伸
ば
し
や
左

図
の
よ
う
な
適
度
な
運
動
を
行
い
、

ひ
ざ
関
節
の
柔
軟
性
や
ひ
ざ
を
支
え

る
筋
力
（
特
に
太
も
も
の
筋
肉
＝
大

腿
四
頭
筋
）
を
維
持
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

ひ
ざ
の
痛
み
を
感
じ
た
ら
早
期
に

整
形
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
具
体
的
な
方
法
が
わ
か
ら
な
い

と
き
は
、
市
の
健
康
相
談
な
ど
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
ざ
の
痛
み
を
予
防
し
よ
う
！

5

問合せ
健康支援課成人保健係
TEL757-3111（内線124）

峰
方
地
区
は
旧
松
代
町
の
北
部
、
柏
崎
市

高
柳
町
と
の
市
境
に
あ
り
ま
す
。平
成
元
年
、

芝
峠
地
内
で
の
温
泉
噴
出
を
契
機
に
当
地
区

で
の
観
光
開
発
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
９
年

の
ほ
く
ほ
く
線
開
通
、
15
年
の
温
泉
２
号
井

の
掘
削
と
、
都
市
交
流
や
田
舎
体
験
な
ど
の

基
盤
整
備
が
な
さ
れ
た
現
在
は
、
交
流
人
口

の
増
加
を
招
き
、
新
市
西
側
の
交
流
結
節
拠

点
の
役
割
を
担
う
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
つ
だ
い
駅
か
ら
車
で
５
分
、
ブ
ナ
の
木

立
が
連
な
る
県
道
を
走
り
峰
方
地
区
の
入
り

口
に
差
し
か
か
る
と
「
蜀と
う

鶏ま
る

」
が
描
か
れ
た

大
き
な
看
板
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
14
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
蜀
鶏
は
、
土
佐
の
東と

う

天て
ん

紅こ
う

や
秋

田
の
声こ

え

良よ
し

と
と
も
に
日
本
三
長な

が

鳴な
き

鶏と
り

と
し
て
有
名
で
す
。
原
産
は
中
国
に

由
来
し
ま
す
が
、
改
良
が
重
ね
ら
れ

た
小
型
の
長
鳴
鶏
「
越
後
蜀
鶏
」
の

発
祥
は
、
信
越
国
境
の
山
間
部
だ
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
初

期
、
県
下
で
も
飼
育
人
数
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
東
頸
城
郡
、
こ
れ
に
刈

羽
郡
が
次
ぐ
と
さ
れ
、
地
元
で
は
地

鶏
や
柴
鶏
と
呼
ば
れ
て
も
っ
ぱ
ら
飼

育
鶏
と
し
て
広
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
15

年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
全
日
本
鶏

展
覧
会
蜀
鶏
の
部
で
、
会
沢
集
落
の
故
・
小

野
島
昌
訓
さ
ん
の
蜀
鶏
が
最
優
秀
賞
の
栄
冠

に
輝
き
、
そ
の
後
そ
の
蜀
鶏
は
上
野
動
物
園

に
寄
贈
さ
れ
国
都
の
地
で
郷
土
の
薫
り
高
く

鳴
き
続
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
峰
方
地
区
で
は
蜀
鶏
は
飼
育
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
山
間
に
広
く
木こ

霊だ
ま

し
、
共

鳴
し
あ
う
こ
と
で
日
本
を
代
表
す
る
長
鳴
鶏

を
は
ぐ
く
ん
だ
こ
の
地
の
地
理
的
条
件
は
、

「
峰
方
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
棚
田
や
雲

海
な
ど
、
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
四
季
折
々
の
美
し
さ

で
人
々
を
誘

い
ざ
な

い
ま
す
。

9

峰
みね

方
かた

地区
（旧松代町）

蜀鶏（はく製）

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3111（内線214）まで

ひ
ざ
の
関
節
を
知
ろ
う
！

変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
と
は
？

予
防
す
る
に
は
？

市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号

・蓬　平

・会　沢

・清　水

・桐　山
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各地域の公民館まつりが10月下旬から11月上旬に各公民

館などで開催されました。このうち中央公民館では、10月

29日g・30日aの２日間にわたり行われました。駐車場の

飲食コーナーやフリーマーケット、金魚すくいは親子連れな

どで大にぎわい。もちつき大会では、テンポいい音が響き渡

り、つきたてのもちをほおばりました。また、館内では、明

石学級・青年学級・青少年ホームなどの講座生や利用団体に

よる力作の展示が行われ、多くの人が足を止めて見入ってい

ました。このほか、両日ともなつか

しの日本映画上映会も行われ、

文化の秋にふさわしい学びと

文化の発表の場になりました。
10
月
24
日
b
か
ら
、
市
内
35
か
所
で
高
速
情

報
通
信
網
整
備
事
業
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
十
日
町
市
の
情
報
化
の

ビ
デ
オ
上
映
や
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
の

説
明
、
質
疑
応
答
な
ど
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
、
防
災
告
知
端
末
、

地
域
内
電
話
な
ど
、
今
後
の
生
活
に
深
く
か
か

わ
る
問
題
ば
か
り
で
す
。
説
明
会
は
12
月
16
日

f
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
都
合
の
い
い
会
場
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
開
催
期
日
や
会
場
は

市
報
10
月
10
日
号
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

力作展示や多くの催し！公民館まつり

歌とトークでつづる　農舞台紅白歌合戦

高
速
情
報
通
信
説
明
会
開
催
中

再
就
職
を
支
援
し
ま
す

tokamachi topics

10月23日a、秋のランドマークツアー（なかさと清津観

光協会主催）が開催されました。魚沼スカイラインの魚沼展

望台をスタートし、当間山のブナ林からなかさと清津スキー

場を抜ける約10㎞のコース。当日朝まで冷たい雨が降って

いたものの、歩き始めるとしだいに青空が広がり、雪化粧し

た山々も姿を現しました。市内外からの参加者は、自然観察

指導員の説明に耳をかたむけながら秋の景色を楽しんでいま

した。お昼には、きのこと野菜たっぷり汁で秋の味覚を満喫。

最後に清津峡温泉せとぐちの湯で一日の汗を流し、心地良い

疲れをいやしました。

10
月
22
日
g
、
土
木
の
日
〜
ふ
れ
あ
い
・
体

験
パ
ー
ク
・
と
お
か
ま
ち
〜
が
キ
ナ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
18
日
の
土
木
の
日
に
ち

な
み
、
土
木
の
Ｐ
Ｒ
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

恒
例
の
建
設
機
械
や
高
所
作
業
車
、
除
雪
車

の
試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
で
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
か
ら
１
年
と
な
る
今

年
は
、
３
Ｄ
体
感
装
置
な
ど
に
よ
る
土
石
流
体

験
や
、
昨
年
の
震
災
被
害
状
況
、
復
旧
経
過
の

パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋のランドマークツアー

ふ
れ
あ
い
・
体
験
パ
ー
ク

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

10月29日g、まつだい農舞台ピロティで「第３回農舞台紅白歌合

戦」が行われました。この催しは、農舞台の冬の人気企画で、市内を

はじめ津南町などから出場者20組が男女の紅白に分かれて、今年の

テーマ「絆（きずな）」に合わせた歌とスピーチで得点を競いました。

出場者の一人、ＮＰＯ法人支援センターあんしんの樋口春代さんが

「身体に障害のある人たちとめぐり合い支えあうことが絆になり、元

気をもらえました。来年はこの素敵な舞台で大勢のみんなと感動を分

かち合いたいです」と話すと、200人ほど詰め掛けた会場は大きな拍

手に包まれました。また、特別ゲストに室野神楽保存会と新保広大寺

節保存会を招き、熟練された舞や踊りで歌合戦に花が添えられました。

新市をもっとよく知ろう！

旧５市町村の特徴的な施設などを巡り、より新市を知ってもらおう

と、十日町市施設見学会が10月22日g・28日fに開催されました。

見学会には２日間で計49人が参加、博物館や川西有機センター、芝

峠温泉雲海、まつだい農舞台、森の学校キョロロ、七ツ釜（22日は

雨のためUモール）を訪れました。中でも、今年７月にしゅん工した

ばかりの川西有機センターでは、生ごみを発酵させて肥料を作る行程

を見学（写真）。参加者は係員の説明に熱心に聞き入っていました。

三和町から参加した女性は、「各施設とも丁寧に案内してくれて本当

に勉強になりました。芝峠温泉雲海のお弁当もおいしくお湯もよくて、

今度は家族を連れて来たいです」と話していました。

10
月
20
日
e
・
21
日
f
の
両
日
、
情
報
館
で

「
Ｒ
ｅ
リ

・
Ｂ
ｅ
ビ
ー

ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ

れ
、
市
内
や
津
南
町
か
ら
13
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
育
児
や
介
護
の
た
め
職
を
離
れ
再
就
職
を

希
望
す
る
人
な
ど
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
初
日
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
求
人
情
報
を
得
る
講
習
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
の
意
見
交
換
を
行
い
、
２
日
目
は
エ

ク
セ
ル
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
１
人

は
、「
出
産
後
、
再
就
職
の
き
っ
か
け
が
な
か
な

か
つ
か
め
な
か
っ
た
の
で
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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北陸信越の若き経営者が十日町に集う

紅
葉
の
古
道
を
ハ
イ
キ
ン
グ

全国商工会議所青年部連合会第25回北陸信越ブロック大会十日町

大会が10月21日f・22日gの両日開催され、北陸信越地域の若き経

営者が市内に集いました。21日はクロス10で記念式典が行われ、小

林均北陸信越ブロック会長（十日町商工会議所青年部選出）が中越大

震災時の全国からの支援に感謝しました。その後、㈱アルビレックス

新潟の池田弘会長が「新潟からのチャレンジ！アルビレックス新潟と

地域活性化」と題しての記念講演を行いました。翌22日にはそば打

ち体験や歴史探訪、現代アート鑑賞の３分科会やアパホテル㈱の元谷

芙美子社長による基調講演が行われ、開催地テーマ「古
いにしえ

から未
と

来
わ

へ、

ダイナミックチャレンジ！」にふさわしく、盛大な大会となりました。

計
画
し
た
若
月
忠
一
さ
ん
は
、「
自
然
観
察
指
導
員
の
松
山
金
一
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
の

自
然
探
索
も
い
い
で
す
よ
」
と
さ
わ
や
か
な
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
23
日
a
、
古
道
松
之
山
街
道
を

歩
く
紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ
（
ま
つ
だ
い
健

康
ウ
ォ
ー
ク
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ほ
く
ほ
く
線
ま
つ
だ
い
駅
か

ら
犬
伏
城
跡
を
経
由
し
て
犬
伏
集
落
ま

で
の
３
・
７
㎞
の
道
の
り
で
す
。
上
杉

謙
信
も
通
っ
た
古
道
松
之
山
街
道
は
、

文
化
庁
の
古
道
百
選
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
参
加
者
は
紅
葉
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
を

tokamachi topics

第11回十日町市文化協会連合会文化

祭が10月29日Gにクロス10で開催され、

地域の芸術・文化に貢献した１団体・個

人８人が表彰されました。受賞者と主な

功績は次のとおりです。（敬称略）

庭野良平（本町７-１・76歳）

長年にわたり、写真作品の制作に励み指導者として

斯道の発展と向上に尽力

庭野泰明（本町東１・66歳）

長年にわたり、工芸作品の制作に励み指導者として

斯道の発展と向上に尽力

池田　博（北原・78歳）

長年にわたり、中条「大の坂」保存会の指導者とし

て普及と保存にに尽力

十日町リコーダーアンサンブル（代表　小泉玲子）

長年にわたり、地域住民に感動を与える演奏活動を

展開し各種演奏大会で活躍

松山禮次（美雪町２・故人）

長年にわたり、地域歌謡界のリーダーとして

活躍し斯界の発展と継承に尽力

大口貞信（松代・68歳）

長年にわたり、民謡協会の役員及び尺八の講師・伴

奏者として斯道の発展に尽力

上村シズ（新座１・79歳）

ユーモアクラブ設立以来、同クラブの歌姫として活

躍し施設の慰問などに寄与

田中澄雄（姿１・58歳）

長年にわたり、書道芸術の指導者として地域の書道

界の発展と技術向上に尽力

関口英三（高田町５・82歳）

長年にわたり、地域俳壇の指導者・選者として活躍

し俳句文芸の普及と発展・向上に尽力

十日町市文化協会連合会文化賞

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

●
日
時
＝
11
月
20
日
a
午
後
１
時
〜

４
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人
●
講

師
＝
米
内
山
明
宏
氏
（
日
本
ろ
う
者

劇
団
代
表
）
●
問
合
せ
＝
桑
原
悟

（
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
８
│
３
７
２
３
）

子
ど
も
た
ち
の
縄
文
学
習
の
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。
郷
土
の
縄
文
文
化

が
子
ど
も
た
ち
の
感
性
で
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
●
期
日
＝
11
月
20
日
a

〜
12
月
４
日
a
●
会
場
＝
博
物
館
●

問
合
せ
＝
博
物
館
（
1
７
５
７
│
５

５
３
１
）

求
職
者
と
企
業
の
出
会
い
を
提
供

し
ま
す
。
企
業
と
の
自
由
面
談
方
式

で
す
。
参
加
企
業
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
●
日
時
＝
11
月
17
日
e
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

●
対
象
＝
就
職
を
希
望
す
る
人
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十

日
町
（
1
７
５
７
│
２
４
０
７
）

認
知
症
の
理
解
を
深
め
、
病
気
の

予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
促

し
ま
す
。
●
日
時
＝
12
月
７
日
d
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

津
南
町
役
場
●
定
員
＝
先
着
１
０
０

人
●
講
師
＝
金
子
裕
美
子
氏
（
ぼ
け

老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
新
潟
県

支
部
長
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
12

月
２
日
f
ま
で
に
、
十
日
町
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
部
地
域
保
健
課
（
1

７
５
７
│
２
４
０
０
）

●
日
時
＝
11
月
16
日
d
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
市
支
援
セ

ン
タ
ー
（
本
町
２
）
●
内
容
＝
作
品

展
示
、
折
り
紙
教
室
、
紙
芝
居
、
飲

食
物
販
売
な
ど
●
問
合
せ
＝
支
援
セ

ン
タ
ー
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
（
1
７
５
０

│
７
１
８
０
）

十
日
町
地
域
内
で
活
動
し
て
い
る

染
織
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作
品
発
表
会

で
す
。
藍
染
め
作
品
や
染
織
品
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
木
村
和
恵
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
「
秩
父
銘
仙
の
文
様
展
」
も
同

時
開
催
し
ま
す
。
●
期
日
＝
11
月
22

日
c
〜
24
日
e
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

●
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1
７
５
７

│
２
３
２
３
）

●
日
時
＝
11
月
20
日
a
午
後
２
時
〜

（
開
場
１
時
30
分
）●
会
場
＝
市
民
会

館
●
入
場
料
＝
７
０
０
円
（
当
日
８

０
０
円
）
※
小
学
生
以
下
無
料
●
指

揮
＝
亀
貝
隆
・
山
田
好
一
●
曲
目
＝

火
焔
〜
国
宝
「
火
焔
土
器
」
に
よ
せ

て
〜
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
メ
ド
レ
ー
ほ
か

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
イ
ト
ー
楽
器
・

楽
器
の
オ
ギ
ノ
・
中
央
公
民
館
●
問

合
せ
＝
生
越
義
典
（
1
７
５
７
│
２

５
０
４
）

●
日
時
＝
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の

日
）
午
前
９
時
30
分
（
受
付
９
時
）〜

午
後
０
時
30
分
●
会
場
＝
津
南
中
等

教
育
学
校
（
現
・
津
南
高
校
）
●
内

容
＝
学
校
見
学
、
座
談
会
、
交
流
会
、

進
路
相
談
会
、
制
服
・
体
操
着
の
展

示
な
ど
●
問
合
せ
＝
津
南
中
等
教
育

学
校
（
1
７
６
５
│
２
３
１
５
）

小
児
科
医
の
立
場
か
ら
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
、
食
に
つ

い
て
講
演
し
ま
す
。
●
日
時
＝
11
月

23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
午
前
11
時

〜
午
後
１
時
（
午
前
の
部
）、
２
時
〜

４
時
（
午
後
の
部
）
●
会
場
＝
情
報

館
●
入
場
料
＝
午
前
・
午
後
と
も
１
、

０
０
０
円
●
内
容
＝
講
演
会
‥
午
前

の
部「
つ
な
が
る
い
の
ち
」・
午
後
の

部
「
子
ど
も
を
病
気
か
ら
守
る
に
は
」

講
師
‥
小
児
科
医
・
真
弓
定
夫
氏
●

入
場
券
取
扱
い
＝
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
木
村
屋
・
フ
ラ
ン
ク
理

容
室
ほ
か
●
問
合
せ
＝
渡
辺
ま
ち

（
1
７
５
２
│
６
４
４
５
）

自
分
で
き
も
の
を
着
た
い
男
性
、

男
性
に
着
せ
て
あ
げ
た
い
女
性
ど
ち

ら
も
参
加
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝
12

月
５
日
b
・
12
日
b
・
19
日
b
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
●
会
場
＝
キ

ナ
ー
レ
体
験
工
房
館
●
参
加
費
＝
１

回
５
０
０
円
※
着
物
か
浴
衣
を
持
参

津
南
中
等
教
育
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

中
越
大
震
災
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

市
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会

創
立
35
周
年
記
念
講
演
会

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
く
る
る
・

支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ゼ
ル
妻
有

合
同
文
化
祭

十
日
町
地
域
面
接
会

市
民
吹
奏
楽
団

第
31
回
定
期
演
奏
会

子
ど
も
縄
文
研
究
展

縄
文
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

合併により、「自立した市民の知恵と協働」に

よる、「夢を耕し続ける感動と創造のまちづくり」

への取り組みが始まりました。まちづくりには、

市民と行政の役割分担を踏まえ、お互いが知恵

を出し合って、協力していくことが大切です。

十日町市のまちづくりにおいて、市民・行政・

地域づくり団体・地域協議会の役割や協力体制

について考えてみましょう。

日　時 11月25日f

午後１時30分～３時30分

会　場 市民会館

演　題 「住民自治エネルギーの

結集によるまちづくり」

講　師 香山篤美氏（長野市松代町在住）

(NPO夢空間松代のまちと心を育てる会事務局長）

問合せ 総合政策課行革協働係

1757-3111（内線232）

協働のまちづくりを学ぶ講演会
～長野市松代町の実践に学ぶ～

精
神
保
健
福
祉
講
座

認
　
知
　
症

食
と
健
康
と

命
の
つ
な
が
り
講
演
会

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

男
性
の
着
付
け
教
室

染
織
文
化
祭
２
０
０
５

21 20
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●
定
員
＝
各
回
先
着
10
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５

２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の

日
）
午
後
１
時
〜
●
会
場
＝
ラ
ポ
ー

ト
十
日
町
●
参
加
費
＝
５
、
０
０
０

円
（
食
事
付
）
●
内
容
＝
ゲ
ー
ム
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、素
敵
な
歌
声「
樋

口
由
佳
里
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
遊
楽
市
十
日
町
店

（
1
７
５
０
│
５
１
１
９
）

粉
を
こ
ね
て
自
作
の
そ
ば
を
食
べ

て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
11
月
27

日
a
午
前
10
時
〜
●
会
場
＝
枯
木
又

地
区
交
流
施
設
の
っ
と
こ
い
●
参
加

費
＝
大
人
２
、
０
０
０
円
、
中
学
生

以
下
１
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
春

川
修
（
1
７
５
９
│
２
２
１
６
）

地
域
を
元
気
に
す
る
手
法
を
学
び

ま
せ
ん
か
？
●
期
日
＝
12
月
３
日

g
・
４
日
a
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
講
師

＝
田
中
信
氏
（
田
中
経
営
診
断
事
務

所
）
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
受
講
料

＝
無
料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
新
潟

Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
（
1
０
２
５
│
２
３
０

│
３
３
５
３
）

お
も
ち
ゃ
や
子
ど
も
服
、
日
用
品

の
無
料
提
供
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
＝
12
月
４
日
a
午
前
10
時
10

分
〜
11
時
45
分
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ

ス
十
日
町
※
無
料
託
児
所
あ
り
（
先

着
15
人
・
要
予
約
）
●
内
容
＝
10
時

15
分
〜
「
子
育
て
講
座
」、
10
時
45
分

〜
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
小
幡
早
苗
（
1
７
６
８
│
３

７
４
０
）

●
日
時
＝
11
月
22
日
c
午
後
６
時
〜

８
時
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

●
講
師
＝
澤
野
利
弘
氏
（
社
会
保
険

労
務
士
）
●
問
合
せ
＝
連
合
新
潟
十

日
町
地
域
協
議
会
（
1
７
５
２
│
７

０
０
５
）

【
パ
ネ
ル
展
示
】

●
日
時
＝
11
月
18
日
f
〜
24
日
e
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
（
初
日
は
午
後

１
時
〜
）
●
会
場
＝
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
（
長
岡
市
）

【
記
念
講
演
会
】

●
日
時
＝
11
月
18
日
f
午
後
３
時
〜

●
会
場
＝
ホ
テ
ル
二
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

長
岡
（
長
岡
市
）
●
演
題
＝
人
権
の

時
代
と
同
和
問
題
〜
私
の
生
き
て
き

た
道
〜
●
講
師
＝
林
力
氏
（
社
会
学

博
士
）

●
問
合
せ
＝
長
岡
市
市
民
生
活
部
生

活
課
（
1
０
２
５
８
│
39
│
２
２
０

６
）地

域
の
独
自
性
を
い
か
し
て
熱
心

に
活
動
し
て
い
る
劇
団
の
成
果
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
●
会
場
＝
長
岡
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
（
長
岡
市
）
●
入
場
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
新
潟
文
化
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
（
1
０
２
５
│
２

８
０
│
５
１
３
９
）

【
11
月
26
日
G
】

◆
午
後
１
時
〜
創
作
現
代
劇
「
雪
壁
」

（
魚
沼
一
座
）◆
午
後
２
時
30
分
〜
時

代
ロ
マ
ン
ス
「
越
の
白
波
〜
初
君
物

語
〜
」（
演
劇
に
寄
り
道
す
る
か
い
？
）

【
11
月
27
日
A
】

◆
午
後
１
時
〜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
銀

ち
ゃ
ん
の
冒
険
〜
青
い
空
を
と
り
も

ど
せ
」
（
み
つ
け
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
）

◆
午
後
３
時
〜
創
作
現
代
劇
「
マ
ン

サ
ク
の
花
」（
素
人
芝
居
大
浦
安
）

雪
に
負
け
ず
、
雪
に
親
し
み
、
新

雪
の
中
を
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
18
年
１
月
２
日
b
午
前
８

時
〜
９
時
30
分
受
付
・
10
時
〜
開
会

式
・
10
時
30
分
一
斉
ス
タ
ー
ト
●
集

合
場
所
＝
十
日
町
中
学
校
●
種
目
＝

３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
・
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン（
各
男
女
別
）●
参
加
資
格
＝
年

齢
制
限
な
し
●
参
加
費
＝
一
般
２
、

５
０
０
円
、高
校
生
以
下
１
、０
０
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
30
日

d
ま
で
に
、
申
込
用
紙
（
総
合
体
育

館
に
配
置
）・
住
所
氏
名
を
記
入
し

た
返
信
用
は
が
き
・
参
加
費
を
総
合

体
育
館
（
〒
９
４
８
│
０
０
７
２
西

本
町
１
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）
に

持
参
ま
た
は
郵
送
（
参
加
費
は
小
為

替
ま
た
は
現
金
書
留
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
付
し

た
金
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
１
年
間
の
納
付
額
を

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。
17
年
分
の
所
得
の

申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付

額
の
証
明
書
の
添
付
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
17
年
中
に
納
付
し
た
額
を

証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
17
年

11
月
〜
18
年
２
月
に
か
け
て
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収

証
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
告
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
●

問
合
せ
＝
社
会
保
険
事
務
所
六
日
町

事
務
所
（
1
０
２
５
│
７
７
０
│
２

２
１
１
）

定
期
点
検
の
た
め
11
月
29
日
c
・

30
日
d
の
２
日
間
は
臨
時
休
館
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
千
年
の
湯
（
1
２

３
４
│
５
９
２
２
）

来
年
度
の
賦
課
に
あ
た
っ
て
、
使

用
状
況
が
変
更
に
な
っ
た
土
地
や
、

災
害
に
よ
り
復
旧
の
見
込
の
な
い
土

地
が
あ
る
場
合
は
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
そ
の
際
は
、
印
鑑
を
持

参
し
土
地
の
地
番
を
把
握
し
て
き
て

く
だ
さ
い
。
●
届
出
・
問
合
せ
＝
税

務
課
土
地
資
産
税
係
（
内
線
１
１
１
）

珠
川
地
区
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

方
面
へ
は
、
現
地
の
案
内
に
従
っ
て

う
回
し
て
く
だ
さ
い
。
●
通
行
止
め

箇
所
＝
県
道
田
沢
・
水
沢
線
第
１
水

沢
踏
切
（
水
沢
１
）
●
通
行
止
め
期

間
＝
11
月
18
日
f
ま
で
●
問
合
せ
＝

十
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
道

路
課
（
1
７
５
７
│
５
８
２
５
）

人
権
で
悩
ん
で
い
る
人
は
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝

12
月
６
日
c
午
後
１
時
〜
３
時
●
会

場
＝
下
条
公
民
館
・
法
務
局
十
日
町

支
局
●
問
合
せ
＝
十
日
町
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
（
法
務
局
十
日
町
支
局

内
1
７
５
２
│
２
５
７
５
）

▼
震
災
か
ら
１
年
に
あ
た
る
10
月
23
日
、
市

内
の
各
地
区
や
職
場
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
役
所
で
も
本
番
を
想
定
し
た
訓

練
が
行
わ
れ
、
広
報
で
は
被
害
の
情
報
伝
達

や
記
録
の
担
当
を
し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
対

応
、
情
報
を
伝
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、

当
日
の
訓
練
の
取
材
な
ど
、
実
際
に
行
動
す

る
こ
と
で
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。
現
在
、
町
内
や
地
区
単
位
で
自
主

防
災
組
織
を
作
る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
訓

練
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
無
駄
に
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

▼
こ
の
市
報
が
出
た
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
終

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば

ん
の
公
演
を
初
め
て
見
に
行
き
ま
す
。
合
併

に
よ
り
広
域
に
わ
た
っ
て
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

入
り
、
行
動
範
囲
も
楽
し
み
方
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（優）

▼
忘
れ
ら
れ
な
い
平
成
16
年
10
月
23
日
、あ

の
中
越
大
震
災
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
年
の
10
月
23
日
に
は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
や
防
災
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
に
小
千
谷
市
で
開
催
さ
れ
た
新
潟
県
中

越
大
震
災
１
周
年
合
同
追
悼
式
。
子
ど
も
た

ち
の
復
興
へ
の
誓
い
や
ご
遺
族
代
表
の
あ
い

さ
つ
に
は
、
正
直
ぐ
っ
と
こ
み
あ
げ
て
く
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
市
内
各
所

で
実
施
さ
れ
た
防
災
訓
練
で
は
、「
今
度
は

こ
う
し
た
方
が
い
い
」「
本
当
は
こ
ん
な
風

に
は
い
か
な
い
は
ず
だ
」
な
ど
、
実
際
に
体

験
し
た
人
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
こ

と
に
も
気
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
胸
に
刻

ま
れ
た
あ
の
日
の
記
憶
を
元
に
、
万
が
一
に

備
え
て
真
剣
に
行
わ

れ
た
各
地
の
訓
練
。

決
し
て
本
番
が
な
い

こ
と
を
心
か
ら
願
い

つ
つ
。

（玉）

水
沢
地
内
踏
切
通
行
止
め

新
潟
文
化
祭
２
０
０
５

創
作
演
劇
を
観
る
会

〜
し
ば
い
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
〜

千
年
の
湯
臨
時
休
館
日

土
地
の
現
況
が

変
わ
っ
た
ら
届
出
を

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す

特
設
人
権
相
談
所

●十日町市へ＝読売新聞東京支社・

読売巨人軍（300,000円）川西に

いがたライオンズクラブ（32型テ

レビ１台）

●地域福祉基金へ＝西川恒夫（四日

町２・100,000円）川泉お客様一

同（2,101円）

●国際交流・文化スポーツ基金へ＝

天理教北越分教会（200,000円）

●情報館へ＝滝沢久一（本町1上）福

田浩一（本町7-2）蕪木健一（本

町6-1）波形美成（四日町新田3）

田村シゲ（中条旭町）花ケ前盛明

（上越市）

●博物館へ＝斎木文夫（美雪町3）小

川貞二（尾崎）阿部範子（四日町

中原）大久保健（新座4）樋熊キヨ

（下町）山田郁子（水口）

10月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

ミ
ニ
子
育
て
講
座
＆

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

長
岡
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

講
座
＠
十
日
町

【問合せ】 福祉課子育て支援係　1757-3111（内線135）

児童虐待には、「身体的虐待」、「性的虐待」、家に閉じ込める・食事

を与えないことや不潔にするなどの「ネグレクト」、言葉による脅しや

無視・兄弟間の差別的扱いなどの「心理的虐待」が該当します。この中

には、同居人による同様の行為を保護者が放置した場合や、児童の同

居する家庭で起きる配偶者への暴力による心理的外傷も含まれます。

16年度県の児童虐待相談件数は、前年の1.5倍にあたる526件で、就

学前の児童に対するものが約半数を

占めています。自分の周りに「虐待

を受けたと思われる子ども」がいた

ら、すぐに市役所福祉課子育て支援

係「児童家庭相談室」・各支所健康

福祉課・児童相談所に連絡してくだ

さい。

新
そ
ば
の
会

第
27
回
十
日
町

新
雪
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン

第
３
回
き
も
の
を
楽
し
む
会

団
塊
世
代
前
後

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
と

働
き
方

11月は児童虐待防止月間です！

気づいたら 支えて 知らせて 見守って

◆申込み・問合せ
十日町商工会議所（〒948-0003 本町6-1クロス10）
1757-5111  FAX 752-6044   E-mail  info@tokamachi-cci.or.jp

【募集内容】 十日町商工会議所新会館の愛称

【応募資格】 十日町市民

【応募方法】 ①郵便番号・住所②氏名③年齢④電話番号⑤愛称

と理由（１人１愛称、ふりがなをつけて）を書いたはがき・封

書、ＦＡＸ、メールのいずれかで応募（電話不可）

【応募締切】 11月18日f必着

【発　　表】 12月上旬　　

【賞　　品】 賞状と記念品

【応募上の注意】

※応募作品は一切返却

しません。

※同一愛称の場合は抽選で

受賞者を決定します。

※自作未発表作品に限ります。

採用作品の一切の権限は十日町商工会議所に帰属されます。

十日町商工会議所新会館愛称募集
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市民の動き

清津峡小学校5

ふく面おばけ

ハ
ン
ガ
ー
を
変
身
さ
せ
て
宙
に

浮
い
て
い
る
お
ば
け
を
作
っ
た
ん

だ
。
本
当
の
目
は
頭
の
上
だ
よ
。

顔
の
目
は
飾
り
な
ん
だ
。
し
っ
ぽ

が
う
ま
く
で
き
た
よ
。

宮
崎
大
樹
さ
ん
（
３
年
）

おしゃれな

キリンロボット

キ
リ
ン
が
好
き
。
段
ボ
ー
ル
や

空
き
箱
を
使
っ
て
作
っ
た
の
。
穴

を
あ
け
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た

け
ど
、
う
ま
く
で
き
た
ん
だ
。
お

し
ゃ
れ
な
足
が
じ
ま
ん
だ
よ
。

山
本
優
香
さ
ん
（
２
年
）

森の運動場

動
物
た
ち
が
紅
葉
の
中
で
運
動

し
て
い
る
様
子
を
作
り
ま
し
た
。

ゾ
ウ
が
鉄
棒
し
て
い
る
姿
を
作
る

の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
秋
ら
し

く
に
ぎ
や
か
に
で
き
ま
し
た
。

鈴
木
可か

南な

子こ

さ
ん
（
４
年
）

森に新しい命を！

環
境
保
護
を
テ
ー
マ
に
山
に
植

林
す
る
と
こ
ろ
を
描
き
ま
し
た
。

木
の
色
、
草
の
色
を
工
夫
し
ま
し

た
。
こ
の
絵
の
よ
う
に
、
森
が
き

れ
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

藤
ノ
木
は
る
か
さ
ん
（
６
年
）

森を育てよう

森
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

友
だ
ち
が
木
を
植
え
て
い
る
と
こ

ろ
を
描
き
ま
し
た
。
木
の
特
徴
を

考
え
て
、
葉
の
色
は
全
部
違
う
色

に
し
ま
し
た
。

山
本
寛
子
さ
ん
（
５
年
）

だ
い
じ
ゅ

ひ
ろ

こ

ゆ

か

携帯サイト

市報とおかまち『だんだん』平成17年11月10日号 24

■人　口 63,558人（－61） 男 31,171人（－23） 女 32,387人（－38）
■世帯数 19,859世帯（－8） 10月末現在（ ）は前月からの増減
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